
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆いきいきサロン開催の工夫（事例１） 

◆地域福祉委員会の開催を 

３密にならないように 

工夫されています。 

【 能美市内の地域福祉委員会活動の工夫 】  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆スタッフ同士の情報共有の工夫（事例２） 

◆見守り活動の工夫（事例３） 

地域福祉委員会やいきいきサロン活

動が、再開できず集まれないという期

間、携帯電話の「ラインアプリ」を活用

し、見守りに関わる方々が、気になる方

の安否確認の情報を共有されていまし

た。 

 集まることが困難になったからこそ

見えた、新しい形でのつながり方の工夫

です。 

★左側は、いきいきサロンが再開できな

い期間、サロン参加者の元気な様子を知

らせようと、パッチワークや絵手紙の制

作、野菜などを育てている写真を掲載し

た「お便り」を世話役が作成し、訪問配

付されました。 

 他にも葉書に、クロスワードの数字版

“ナンプレー”ゲームを印刷し、脳トレ

の材料を提供するなど、手作りのあたた

かい工夫がされています。 

★右側は、ふれあい弁当が中止の間、 

利用者へ、ボランティアの方が作成し 

た絵手紙を配り、安否確認をしました。 


